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友枝　　セニャル儀礼の呪 物イ リャ

セ ニ ャル 儀 礼 の 呪 物 イ リ ャ

中央 アンデスの家畜増殖儀礼

友 枝 啓 泰*

La  Illa en el Rito de  Serial

Hiroyasu  TOMOEDA

   La illa, objeto  magic° de figura zoomorfa infaltable en la mesa 

preparada para  el rito de  serial, representa la fuerza fecundativa 
que es inherente del mundo mistico y garantiza  el incremento del 

 rebario. En las leyendas con el  terra de un animal misterioso y 
en el proceso ritual de la illa, esta fuerza que proviene del mundo 

 subteraneo aparece operando en forma  periOdica o  cfclica, instigada 

por  algim deseo y en forma  concentrica. Observando un caso de 
los ritos de serial, el aspecto centrifugo del despedazamiento y 

 reparticiOn de los quesos que representan a las vacas, es contrastado 
en  el sistema  simb6lico con  caracter centripedo de  is  illa, que 
representa a un animal del mundo sobrenatural.

1.呪 物 の イ リャ 2.伝 説 の イ リャ

1. 呪 物 の イ リ ャ

　中央アンデス地域では毎年のあるきまった時期に各地で家畜増殖のためにセニャル

儀礼が行われる。これ らの儀礼における増殖の表象については,す でに前稿にその一

部を検討 した[友 枝　1978:1-39]。 前稿の内容を補い,か つ家畜儀礼の全体像を明

らかにしてい く一環として,こ こでは特に《神秘的増殖力》とでも呼べるような観念

の表出を,儀 礼で用いられる呪物のイ リャillaや 伝説中の神秘的家畜といった局面で

検討する。結論からいえば,ア ンデスの家畜儀礼は,以 下に明らかとなる神秘的増殖
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力 を現実の人間世界 に取 りだ し,利 用可能な ものにするという過程に,儀 礼表現を与

えるのであ り,そ の意味で は一種 の移行儀礼 としての性格を帯びている。

　前稿ではセニ ャル儀礼 の前夜祭 で重要 な捧げ物 の コカφ葉 と当日の祭 りにおける飾

りの花の対照性を指摘 し,前 者 が増殖性を集約的に,後 者が拡散的に表現 し,増 殖を

め ぐる因果関係 を示す ことを明 らか に した。呪物 のイ リャは,こ の コカの葉 と同 じよ

うに増殖の力を集約的 に表 し,人 々が飼育す る家 畜の繁殖を保証す る原 因と しての力

を表象 している。 したが ってまず検討 の対象 となるのは呪物 のイ リャであ り,こ の種

の呪物の使用は,各 地 のセ ニャル儀礼 に殆 ど共通 してみ られ る要素である。以下の資

料 の一部は,筆 者が1979年 に観察 した ペルー領 アブoリマクApurimac県 ア イマ ラエ

スAymaraes郡 カ ライバ ンバCaraybamba村 の 事例である。 なお この儀礼の詳 し

い観察記録は別稿に扱 うつ もりで,こ こでは イ リャに関連 した局面だけを取 りあげて

いる。

　 1　 カライバ ンバ村で観察 した牛 のセニ ャル儀礼(herrukuyと 村 人は呼んでいる)

は,こ の家畜の守護聖人 とされ るサ ン ・マル コスの祝 日(4、 月25日)の 前後4日 にわ

た って行われた。 ただ しこの村 では8月 に儀礼をする人の方 が多い し,カ ーニバルの

頃 にす る人 もある。 儀礼 の全過程は前夜祭vispera,焼 印 の日marca(ま た は しる し

つけの日sefialakuy),遊 びの 日samay,し る し埋め の 日sefial　pampayの4段 階 に

わけ られてお り,呪 物 のイ リャが特 に重要なのは第 一段階 の前夜の祭 りにおいてであ

る。

　前夜祭の儀礼 の基本的 な目的は,家 畜の 増殖 にあずかる大地の スピ リッ トPacha-

mamaや 山のス ピリッ トTaytaorqoに 対 し,酒 食の捧 げ物を し,家 畜 の繁殖を祈願

す る ことにあ る。4月24日 の 夕刻 に家畜の所有主の家 に集 った人 々は,特 別 にこ しら

えた儀礼用の小屋tinka　 wasiに お いて,ま ずパチ ャママに対 して酒食の供応 と祈願

をす る。ついでタイタオル ポに も同 じことを繰 り返すが,こ の場合は,放 牧地を とり

ま く7つ の山のそれぞれのス ピリッ トを対象 としている。

　食物 と称 しているのは,3種 の色 の違 う トウモ ロコシ粒,リ ャマの脂肪分,樹 脂の

香料,コ カの葉と種子,ク ラベルの花,チ ャマナchamanaの 葉 を トウモ ロコシの皮

に包んだ もので,こ れを火 にくべて ス ピリットへの捧 げ物qompoと す る。 また参加

者 は小盃 にみた したアグアルデ ィエ ンテ酒やチチ ャ酒 を,数 滴まず地面 にた らしてか

ら,残 りを自分で飲 み干す。 この行為 を一般的にテ ィンカtinkaと 称 してい る。パチ

ャママにはアグアルデ ィエ ンテ酒,2種 のチチ ャ酒で都合3回 のテ ィンカ,7つ の山

のス ピ リッ トにはそれぞれアグアルデ ィエ ンテ酒のみ1回 のテ ィンカをす る。
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　夕刻の7時 頃に始 まった大地 と山に

対す るテ ィンカは11時 頃終 り,い った

ん休みasantaを と り,つ いでメサ ・

テ ィ ンカmesa　 tinkaの 段 階に移 る。

その最初は イ リャに対す るテ ィンカで

ある。 ここでイ リャと呼んでいるのは,

牛 の形 を した石製 の動物像であ る。大,

中,小 の3つ があ り,最 も大 きいのは

黒色で長さ約12cm,高 さ約6cmあ

り.,雄 牛toroを 表 している。 中間の

写真1　 左から雄牛,雌 牛,子 牛を表す

　　　　イリャの石像

大 きさの白色 の像は雌牛vacaで,こ れ と同 じ材質でで きた最 も小 さいのは,黒 色像

の大 きさの半分 ぐらいで,子 牛 を表 してい る(写 真1)。 雌 牛 と子牛 の像 は胴部の所

に細 ひもを巻 いて くくりつけてあ る。3つ の動物 像はコカの葉,リ ャンプ粉,香 料,

脂 肪分 と一緒に小 さい布 に包 まれていたが,儀 礼の開始時 には包みをほどいて,布 の

上 に並べ揃え,そ のままメサmesaの 中央 に置かれた。

　 メサとい うのは地 面に広げたlm四 方 ぐらいの獣毛製の布(メ サ・ヘ ビmesa　 qepi

とい い,qepiは 包 み布の こと)で,そ の上にはイ リャ像だ けでな く,牛 の耳 につ け

る3色 の リボ ン,焼 きごて,ナ イ フ,水 とチチ ャ酒の小壷,リ ャンプ入 りの袋,コ カ

入 りの袋,香 料入 りの袋,数 本の トウモ ロコシの果穂,脂 肪分 など儀礼で用い られ る

品物 のすべ てが置かれている。普段は このまま布 を包んで結び,屋 内の一隅 にしま っ

てお く。

　 イ リャに対す るテ ィ ンカは夜11時 過 ぎに開始されたが,そ のや り方 は基本的 には大

地や山に対す るの と変わ らない。家畜 の所有主夫婦,そ の息子夫婦,つ いで参加者全

員 が常 に男女一組 にな ってメサの前 に立 ち,手 渡 された小盃の酒を数滴地面 にこぼ し,

家 畜の繁殖を期待す る意味の文句を唱え,残 りの酒を飲む。 イ リャ ・テ ィンカは各人

がアグアルデ ィエ ンテ酒,黄 色と白色 のチチ ャ酒を使 って3回 行わねばな らないが,

この場合酒 はそれぞれに雄牛,雌 牛,子 牛 を表 して いる。 この間 の儀礼を進行 させ る

のはハタイqatay(DH・ZH)の 役 目で,各 人 に指示を与 え,酒 盃をみた して手渡す

の も役 目の うちであ る。

　 イ リャに対す るテ ィンカは30分 以上 も続 くが,こ の間参加者 中の女性の1人 は小太

鼓 のテ ィンヤtinyaを 叩 きなが ら歌 っている。

Mamallay mama,  riariallay  harm,
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Kunan　 punchaoqa　 soranaykipi,

Paqarin　 punchaoqa　 yawar　 mayupi,

Paqarin　 punchaoqa　 nina　 rauraypi.

歌詞の内寄は 「母よ母,妹 よ妹,今 日は牧草地に,明 日は血の川,明 日は熱い火の中」

で,直 接 には翌 日の耳 きりの際の血 と焼 きごての熱を さし,前 夜か ら当 日への家畜の

状態の移行 を示 している。 また各人は次の ような繁殖期待の文句 を唱え る。 「3つ の

囲いい っぱ いの子牛 がきます ように,頭 の黒い牛や,カ エホ ン牛,黒 牛,ハ サ牛 がき

ますよ うに,パ チ ャママの恵みがあ ります ように」。1人 が唱えおわると,全 員で一

斉 に 「ワホー」 と叫ばねばな らない。

　 イ リャ ・テ ィンカがすむ と,リ ャンプ粉,リ ボン,焼 きごて,耳 きり用 のナイフ,

リボ ンを通す太針のヤ ウ リyauriに つ いて も,こ の順序でテ ィンカを して い く。ただ

しこれ らへのテ ィンカの場合は,大 地,山,イ リャとは違 って,食 物 を捧 げる行為は

と もなわない。

　翌 日(4月25日)の 牛囲いでの儀礼 に際 して,も う1度 イ リ.ヤが登場 してい る。囲

いの中の牛を1頭 ずつ ロープをかけて押 し倒 し,焼 き印を入れ,し る しの耳切 りをす

るが,そ の ときに横倒 しの牛の腹部 のあた りに,チ チ ャ酒,水,リ ャンプ粉,コ カの

葉をまき散 らす。 さ らに粘土質 の鉱物takuで3本 の枝分 かれ した線を腹の上 に描 き,

同 じようにイ リャの石像で3回 腹部 をなで る(写 真2)。 イ リャの石はあ らか じめ 囲

いの一隅 に移動 してあ ったメサに置かれてお り,牛 を倒すたびにハタイが メサか ら運

び,作 業がおわるともとの場所 に小走 りに持ち帰 る。 イ リャで牛 をなで るのは,同 時

に用い られている事物 とともに,牛 が病気せ ぬよう,雌 牛が沢 山の乳をだす よう,あ

るいは子牛が大 き く育つよ うにす るため,と 説明 され る。

　 イ リャの使用は,観 察 した儀礼 に限 ってみれば,先 述の前夜祭 とこの場合だけで,

写真2　 両手でイリャ像を持ち牛の腹を

　　　 3回 なでる

あとは儀礼の期間 中メサ上 に常 に置か

れてい るにすぎない。 メサの包みは儀

礼を行 う場所を変 えるときには,必 ず

そ こへ 移動 させ てある。 「イ リャは私

達の 牛の母mama」 とされ,こ れ に

対す るテ ィンカはときにはママ ・テ ィ

ンカ ともいわれ る。 イ リャ像は3つ あ

るが,家 畜の繁殖 にあずかる力 と して

は,マ マという母性概念 で把 え られて
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い る。 ママは 大量 とか豊 富 をいい表 す形容 で もあ り,た とえば 海はママ ・ホチ ャ

mama　 qocha,山 に 積 もった万年雪はママ ・リテ ィmama　 riti,雨 期 の雨はママ ・ポ

ホイmama　 poqoyで あ る。

　 イ リャは家畜の増殖 にかか わる基本 的な力 を家畜の形に具象化 したものであ り,石

像が置かれてい るメサは,こ うした力を内包す る神秘的世界を表す。 ときにメサは メ

サ ・カビル ドmesa　 cabildoと も呼び,家 畜儀礼をす るのは大地 のカビル ドpacha

cabildoが 開 かれてい るときとか,大 地 が生 きてい るときだ ともい う。ただ しイ リャ

の表す力は母性で把 え られ るのみでな く,私 達の牛の種雄qanachoと もい うように,

父 性的 にも考 え られてい る。

　 中央 ア ンデスのセニ ャル儀礼では,カ ライバ ンバ村 にみ られた ようなイ リャ像 の使

用 は広 く認め られる。前稿で扱 った資料 のなか にも,断 片的 なが ら類似の呪物 につ い

ての記述が含 まれてい る。マクサニMacusani(プ ノPuno県)の リャマ儀礼 の詳 し

い報告 にはイ リャの名称 はないが,家 畜 の石像 と動物の象形壼 が使われている。象形

壺 はchullumpiと かchullusと 呼 ばれ るが,こ れは リャマや アルパ カの イ リャと も

いえ るもので ある。

　 2　 広げたメサの 上 には,ム ユ ・メサmullu　 mesaと い う,家 屋 とそのまわ りに

配 された家畜を表 した石製 品がおかれている。動物 の象形壷 でチチ ャ酒を飲む。ほか

に家畜を表す 品は捧 げ物 として火 に くべ るニ ワ トリの ひなを形 どった鉛小像,動 物形

の ビスケ ッ トがある「DELGADO-1971:190;c£ 友 枝　 1978:10二 「r]。

　 たん に儀礼 の メサ上 におかれているだけだが,プ ノ県のアヤパ タAyapataで も動

物像 がテ ィンカの対象 となる。 モヤMoya村(ワ ンカベ リカHuancavelica県)で

は石像 をイ ンリャinllaと 呼 んで いる。プキオPuquio(ア ヤ クチ ョAyacucho県)

で は トウモロコシの粉 で動物像を作 ってメサ に置 く。

　 3　 アヤパ タの メサ上にはプカラPucarゑ 製 の牛 の形を した土製焼物,家 畜 の小像

が飾 られ,ほ か に石 製の像イスパispaも あ る。参加者 はこの上 にコカの葉 とアグアル

デ ィエンテ酒をふ りか ける。祭 りの期間中は牛をエ ンハ イチュenqaychuと 呼 ぶ。牛

が病気 にかかるとチュ リャ液を牛 の像 にか けて治す[MER肌LE　 y　RoY　 l971:163;

c£ 友 枝　 1978:26]。 　 　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　 ,

　 4　 モヤ村で はメサ上のイ ンリャを使 って リャンプのかたま りをけず って粉 にす る。

イン リャは動物 の形を した 白色の石 で,こ れを所有 していると家畜が増える[FUEN-

zALIDA　 1965:132;c£ 友 枝　 1978:26]。
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　 5　 プキオでは トウモ ロコシの粉(リ ャンプ)を こねて形ど ったイ リャ像を メサ上

に飾 る[ARGuEDAs　 I964:244;c£ 友 枝　 1978:28-29]。

　 事 例 として 先に 詳 しく扱 った トゥペTupe村(リ マLima県)の 記 述[c£ 友 枝

1978:3-9]に は家畜像への言及はないが,こ こではセニ ャルの儀礼 とは別の機会 に,

イ ンヤinyaと い う家畜の像を祭 る儀礼が あるし,そ のたあの親族のグルーフ0がある。

　 6　 トゥペ村のあ る家族 はイ ンヤを普段 は箱 の中に花飾 りをつ けて しまっておき,

エ ス ピリ ト・サ ントの 日に,親 族一同が集 ま って祭 りをする。イ ンヤは粗製の小 さい

石像で,首 の短い リャマの形 にみえ るが,所 有者は牛だとい う。彼 の祖父が これを湖

のぞぱでみつ けて以来,こ の家族は集ま って祭 りをす る。イ ンヤには酒を捧げ,雌 牛

が沢 山生れ るよ う願 う。牛の像を花,果 実 などで飾 り,そ の前で一晩中踊 った り,酒

を飲 んだ りす る。翌 日イ ンヤを持 って湖へ行 き,前 夜の飾 りを穴 に埋め る。イ ンヤは

家へ持 ち帰 る。 きちんと した祭 りを しないと,家 畜は増えない し,大 地に"捕 え られ

て"し ま う[MATos　 1951:56--58]。

　 トゥペ村でinyaと 呼 ばれ るものは内容 として カライバ ンバ村のillaと 同 じであり,

語 源的 に も同一であろ う。 こう した人工 の動物小像が セニ ャル儀礼で用い られている

ことは,名 称や用法の違いはあって も,き わめて一般的である。 クス コCuzco県 の

キキハ ナQuiquijanaで は プカ ラ製 の牛形の焼 吻がエ ンハ イチ ュと呼 ばれ,捧 げ物を

行 う対象 とな る。

　 7　 多色のマ ン トの上 にはプカ ラの牛,数 個の羊の小像,犂 を ひかせた1対 の牛の

像 があ り,そ のまわ りを白い小石で囲 って ある。動物 像は花で飾 られ,パ チ ャママの

あ とにエ ンハィチ ュに も捧 げ物をす る[CuBA　 DE　NoRDT　 I971:175-176]。

　 8　 チュ ンビビルヵスChunbivilcas(ク ス コ県)の 家畜儀礼は,1年 間 しま って

おいたイワイ リュiwayllUま た はイ リャとい う小像を)一包 みをほ どいて取 り出す こと

か ら始 まる。 イ リャは石製動物像で,

羊,ア ルパ カ,リ ャマなどの形を し,

背 中の部分 にホカqocaと い う穴があ

り,こ の中に脂肪分を入 れて お く。不

注 意で穴をか らにすると,家 畜のス ピ

リッ トが持 ち主の心臓を食 い殺 して し

ま う。動 物 の 象 形 壷 も イワイ リャと

いい,酒 の容器 として用 いる[ROEL

1950:llolo

写 真3　 「プカラの雄牛」で知られる動

　　　 物象形土器
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　ア ヤパタや キキハナの事例 にあ る牛

を形 どった土製焼物は,南 部プ ノ県で

現在は大量 に生産 されている(写 真3)。

同 種の用途を もつ 中部 アヤ クチ ョ県 キ

ヌアQuinua地 方 の焼 物 もよ く知 ら

れて いる[SABoGAL　 1949;CAsTAS3E-

DA　 1971:9-11](写 真4)。 プ カ ラや

アヤクチ ョほど知 られてはいないが,

各 地 の土器造 りの村で も動物像 は製作

写真4　 双頭の動物象形土器

されており,呪 物イ リャの広い分布 と関係 してい る。石製 のムユ ・メサは南部 ア ンデ

スに一般的だ し,ワ マ ンガHuamangaの 石 製動物小像 もある。

　 9　 中部 フニ ン県 ワンカ ヨHuancayo地 方 のアコAco村 の土器造 りた ちは,大 地

の豊饒を祈願す る祭 りのた めに,雄 牛 の焼物を造 る。 この牛 は大地の豊か さを表す動

物 である[GALARZA　 n.d.:41]。

　 呪物 とな ってい るのは人工の土製品や石製 品だ けではな く,自 然石が用い られてい

ることもあ り,両 者を同 じ村で使用 してい ることもある。

　 10　 ワンカ ヨ地方(フ ニ ン県)の プカ ラPucaraで は 羊の形を した小石を,自 分 の

ワカwakaだ と して大切 に扱い,　 コカキ ン トの葉 と一緒 に布 に包 んで しま ってお く

[HUAMAN　 nd.:50]。

　 11　 同 じワンーカー一ヨのターン.ビーヨTambillo一 の 家畜儀礼では,メ ーサ士 に沢山一の小石 を置

き,こ れが家畜を表 しイ リャと呼ばれ る。家畜の祖先 だと もいい,小 石 を並べ るときは

厳 しゅ くに行 う。これをするのは家畜儀礼の ときに限 られ る[SALGuERo　 l　938:26]。

　 12　 中部 リマ県パ カ ラオPacaraoで は,メ サの中央 にイラilaと い う動物像が置

かれてい るが,儀 礼の中では特 に目立たない。牛 や羊 に似た形の 自然石,化 石,加 工

した石像があ り,人 々はこれに虹 を表す リボ ンをかけて しま ってお く[MENDIzABAL

1964:Il7]。

　 家畜儀礼の最後 の段階で,切 り取 った耳 きれを他の捧げ物 と一緒に土 の中に埋め る

ことを,カ ライバ ンバ村 ではセニ ャル ・パ ンパイsefial　pampayと い う。以下のい く

つか の事例では,そ の際 にイ リャ像が登場 している。,カラィバ ンバでは耳 きれの埋葬

にはイ リャは用 い られ なか ったが,切 り取 った牛の尻尾 の毛を埋め るときに,牛 に似

ている という自然石 を探 して きて,こ れ に リボンをか けて,捧 げ物 と一緒 に土 の中に

埋めている。
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　 13　 ワ ンカヨ地方(フ ニ ン県)の ピル コマ ヨPilcomayoあ るいはハルパJarpaで

は,前 夜祭の ときに,前 年に泉の近 くに埋 めた花 と耳 きれを入れた容器 とワカを取 り

出す。前年の耳 きれの状態を調べて家畜 の繁殖具合 を占 う。取 りだ した ワカは祭 りの

期間 中儀礼 の場 に置かれ,祭 り終了時 に,新 しい耳きれ,捧 げ物 と一緒 にふたたび穴

の中に埋め る[MENDIzABAL　 1963/4:203-204]。

　 14　 ク スコ県 カナスCanas地 方 のデスカ ンソDescanso村 の カーニバル時の 家 畜

儀礼では,耳 きれを家畜囲い に穴を掘 って埋 める。 「セニ ャルの箱」 と呼ばれ る穴は

囲いの中央 にあ り,穴 を覆 う土 と2枚 の平石 を取 り除いて,プ コという浅鉢 と リャマ

の形を した土製像 を取 りだす。穴 には香をた きこめ,鐘 を鳴 らした あと,ト ウモロコ

シ,リ ャマの脂肪,ク ラベルの花,銀 紙テープでつ くった捧 げ物を,先 述の浅鉢 に入

れ る。耳 きれ を1つ ずつ穴 の中に落 し入れなが ら,家 畜が増えるよう願 った祈 りの文

句を唱え る6そ のあと浅鉢 に入 れた捧 げ物,チ チ ャ酒をみた した動物象形壺 を穴 にさ

し入れ,平 石でふたを して土 をかける[GoRBAK　 et　at.1962:280-281]。

　 15　 ア ヤ クチ ョ県パ リナ コチ ャスParinacochas地 方 のチ ュンピChumpi村 で は

牛の儀礼 は3日 にわた り,最 後 の日に耳 きれを埋め る。埋葬地 にきめ られた山のふ も

とまで,マ ン トに包んだ種 々の捧 げ物 と一緒 にイ リャとい う石製の牛 の像を持 ってい

く。 この石像の世話を怠 った り,な くした りす ると,所 有す る人の家 畜が病気 になっ

た り,弱 った り して,悪 い作用が ある。前年 の埋葬地 に着 くと,前 もってイ リャ像 に

リャンプ粉をぬ り,穴 をふさいだ平石 に描 いた錠前を,携 えて きた杖(鍵 とい う)で

あける仕草を し,石 をどけると穴が現 れる。中か ら前年 に入 れた イ リャ像を取 りだす

が,こ の際 には像の首に結 んで ある リボ ンを ロープにみたて,雄 牛 を力い っぱ い引っ

張 る仕草を しなが ら引きだす。角笛 と太鼓 の演奏がと もない,牛 飼いが鞭 を鳴 らす。

続 いて穴か ら前年の耳 きれ,コ カと リャンプを入れた容器,チ チャ酒入 りのびん,1

対 のジ ャガ イモ,ト ウモロコシを取 りだ し,そ れ らの状態で家畜の増 え具合 を占う。

穴 か らだ したイ リャ像 は草む らの中に置き,牧 草地の牛 のように,2,3人 の牛飼い

が見張 りを して,鞭 を鳴 らし続 ける。 主人は参加者の女性 の1人 とufia　 maskayと

い う踊 りを し,2人 が上手 に踊 らないと,牛 飼いが鞭 で叩 く。 このあと持参 したイ リ

ャ像 を捧 げ物 とともに穴 に入れ る。イ リャ像が東を向 くように据え,間 違えて反対に

す ると家畜が突然死んだ り,伝 染病 にかか った りす る。ふたを した平石 に錠前の絵 を

描 き,杖 で施錠ずる。最後 に全員で穴 のまわ りで踊 る[AN6NIMo　 l　951:482-484]。

　 上記3例 はイ リャ像が表す家畜の地下存在を示す ものであ り,そ れ も特 に泉 との関

連が深い ことは,後 述の伝説の内容か らもうかが うことがで きる。地下存在のイ リャ
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は,チ ュンピの事例によれば,普 段は地中に閉 じ込められ日常世界との接触を絶 った

状態にあることを,施 錠によって表 している。錠前がはずされたときが,カ ライバ ン

バ村でいう 「大地のカビル ドが開かれているとき」であり 「大地が生きているとき」

で,増 殖儀礼を催す時期である。カライバ ンバ村のしるしを埋めた地点のふた石には

錠前の絵は描かれていない。 しか し湧 き水のある場所を選んで穴を掘る作業の最中に,

参加者中の女性の1人 は次のような歌をうたっている。

　　 Tierrallay　 tierra,　Pachallay　 pacha,

　 　 Sumaqchallatam　 quiunaykukunki,

　 　 Sumaqchallatam　 quiunaykukunki.

　 歌 詞の意味は 「大地 よ大 地,き れい にあいてお くれ」で,母 なる大地 が気分 を害 さ

ず に無事にひ らくことを願 うのだと説明 されている。不用意に土に穴 をあけるのは危

険 な行為で,パ チ ャママの怒 りをかって,病 気になる ことが ある。次 の歌 は直接に錠

前 に言及 してお り,そ の内容は 「金の錠前,銀 の錠前,き れい にはずれてお くれ」で

ある。デスカ ンソの村では穴の ことを箱 と呼んでいる(1-14>。

　 　 gori　 candado,　 qollqe　candado,

　 　 Sumaqchallata,　 quichaykukullay.

　 錠 前で閉 ざされた地下存在のイ リャが,ロ ープをかけ られた牛が足を踏ん張 って抵

抗するように,地 下の世界か らでよ うとしないので,チ ュンピの人 々は イ リャの首 に

飾 った リボ ンを引 っ張 って,力 ず くで地上 に引きだ さねばな らない。またイ リャが消

えやす いので,牛 飼 いに見立て られた入 が鞭を手 にして監視 を怠 らない。 こうして地

上に引きだされた イ リャが次 の儀礼の時期 までの家畜の繁殖 を約束す るもの として,

家 の中にまつ られ ることになるのであろ う。 チュンピの記述 か らは イ リャは2つ あ っ

て,儀 礼 ごとに交替す ることになり,増 殖 の力 のサイ クル化を暗示す る。儀礼 のたび

に地下 に戻 され るイ リャはすで にみた トゥペ村,ピ ル コマ ヨ村 に もあ るといえる(1-

6,13)。

　 地下にとどまろ うとす るイ リャとその力の利用 は,儀 礼の表現様式は異な るが,カ

ラィバ ンバ村 に もみ られ る。イ リャ像は神秘的な地下世界を表す メサ(と きに大地 の

カ ビル ドと表現す る)の 中央 に常 に置かれている。 イ リャが内包す る力を現実の牛 に

移 し入れ るためには,イ リャをメサか ら運んで こなけれ ばな らない。地面 に押 し倒 し

た牛 の体 にイ リャを こす りつ ける仕事がすむ と,イ リャはふたたび大急 ぎで離れた場

所 にあるメサの位置に戻 され る(1-1,P.1050)。 横 倒 しの牛 の腹にか けるチチ ャ酒,

水,リ ャンプ粉,コ カの葉あるいはナイ フや リボ ンを通す針は,し るしつ けの作業を
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す る人 々の手 もとにおかれているの に対 し,イ リャだ けが牛を変 えるた びごとに メサ

か ら運ばれて くる。

　 カライバ ンバ およびチュンピ村 の事例か ら(1-15),イ リャの内包す る力が,本 来

的 には 絶えず中心に 向 うような,求 心的あるいは 集約的な 方向を有 した 力であ るこ

とがわか る。 こう したイ リャの 力 を,カ ライバ ンバ の人 々は 「イ リャはムナイニ ヨ

フmunayniylloqだ 」 と説明す る。　munayは 願 望,欲 求,要 求を意味す るか ら,イ

リャは意志を有 した働 きのあ る力 として把え られている。

　 カライバ ンバ村 の事例 ほか,こ こまでに検討 したイ リャは自然 のあるいは加工 の石

像,土 製焼物の動物 像で,い ずれ も小形で持 ち運びで きる大 きさで,儀 礼に限 って用

い られ,普 段は土の中に埋 め られて いた り,屋 内の一定の場所 に しまっておかれ る。

こう したイ リャと形態の上 では若干異 なるが,特 定のめ じる しとなるような屋外 の大

きな岩 も,し ば しば イ リャと呼 ばれ,崇 拝,儀 礼の対象 となる。

　 16　 ワンカ ヨ地方 タヤ カバTayacajaで は,耳 きれ,古 い リボ ン飾 り,捧 げ物 の コ

カや酒類 を,家 畜囲いの一隅 にある牛や羊の形 を した石の傍 に埋 める。 この石 はイ ン

ヤinya,イ リャあ るいは ミノminoと 呼ばれ,家 畜泥棒の危 険か ら囲いの家畜 を守 っ

てい る[QiUIJADA　 1957:26]。

　 記述の内容か らす ると,イ リャ石 の働 きは単 に泥棒の監視であるが,こ れ も人 々が

期待す る増殖 の消極的表現であ り,山 のスピ リットや大地の ス ピリッ トに対 して も,

群 の繁殖を願 うだけで な く,病 気,死,盗 みの危 険か ら群を守 るよ う祈願す る。 タヤ

カハの記述にはないが,当 然 こうした石 には何 らかの儀礼が行われ るはずで,同 じ中

部地方の ワンカベ リカ県 や南 部のアヤクチ ョ県 に例が ある。

　 17　 ワンカベ リカの家畜儀礼 では,耳 きれをイチ ュの草で編んだ籠 に入 れ,ラ バ に

扮 した男が山へ持 ってい く。山のふ もとにある動物 の姿を した岩に,ア グアルデ ィェ

ンテ酒をかけ,空 中にもまいて,パ チ ャママに祈 り,耳 きれ,コ カ,リ ャンプ粉を岩

の下 に埋め る。 このあと山頂に登 り,皆 で小石 を積 み上 げる。石が うま く高 く積める

と,人 々は健康で長生 きし,家 畜の繁殖が約束 され る[QPIJADA　 l944:120-121]。

　 山頂や峠に石 を積 んだ ものはアパチタapachitaと いわれ,一 般には旅人の安全 を

願 った行為で,古 くか らある習慣である。 ここではそれが家畜の増殖儀礼 の一部 とし

て取 り入れ られてお り,両 方の観念の近似性を示 している。

　 18　 アヤクチ ョ県 パ リナコチャス地方のコラコラCoracoraの 呪 術師auquiは,

山頂 に赴いて,イ リャとい う岩にぶど う酒 とアグァルデ ィエ ンテ酒を捧 げ,ト ウモ ロ
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コシの穂軸で岩の表面をなでる。岩は羊の形を してお り,こ のイ リャの もてな しを怠

ると,呪 術師やほかの人の心臓 を食 い,死 にいた らす。清掃と捧 げ物を しない と家畜

はやせ細 って しまう[LAuRIAuLT　 l955:121-122]。

　 19　 同 じ地方 のオ ヨロOyoloで は耳 きれの 埋葬をセニ ャル ・ル ミsefial　rumiま

た はイ リャという岩の所で行 う。参加者中の コンパ ドレが鍵で扉 をあける真似を して,

ロープをかけてイ リャ岩を引 っ張 って動か し,そ の下 に埋めた前年の捧 げ物を取 りだ

し,新 しいのに変え る[AN6NIMo　 l951:402]。

　 先述のチ ュンピとオ ヨロは同 じ地方で あり,後 者の場合は穴の 目じる しと もなって

いるイ リャ石 に実際 にロープをかけて引 っ張 ってお り,・その意味 はチ ュンピのイ リャ

像を引 きだすのと同 じで あろう。

　家畜儀礼には これ まで述べて きたイ リャのほか にも,動 物を表す事物 や行為 がある。

たとえば,祭 りの参加者 が家畜 に扮 している踊 りや遊びがある し,儀 礼過程 の状 況に

応 じてコカの葉や花 飾 りは家畜を表 している。 ただ しこれ らの家畜 の表出は,イ リャ

像のよ うに造形化され,捧 げ物や祈願 の対象 と して神格的に扱 われるのではない。プ

キオの例(1-5)の よ うに一時的 に造形化 されたイ リャ像はほかに もある。 メサに飾 ら

れたあ と捧 げ物 と して火に くべ られてお り,お そ らくプキオの リャンプ粉でつ くった

イ リャもそ うした 目的に使 われ るのであろ う。

　 20　 南部 タクナ県の儀礼では,呪 術師laykaが マ ン トの上に家 と家畜を模 した石製

品,羊,ア ルパ カ,リ ャマ,家 畜番人 などの恰好に リャマの脂肪分を形 どった像,貝 が

ら,コ ガ,砂 糖な・どを並べる 。C一のメサの前で呪術師 は神格 のアチNヂ ヲAchachila

に幸 運を恵むよ う祈 り,酒 を捧 げる。 マン ト上の品はあとで別の所へ運んで火に くべ

るか土の 中に埋める[ZORA　 1954:209]。

　 素材 とな っている リャンプ粉 と脂肪分 ウン トゥが同一 の性質を有 し,増 殖の表象物

であることはすでに検討 した[友 枝　 1978:28]。 ア ヤクチ ョ県 パ リナ コチ ャスの オ

ヨロ村で も脂肪分で作 った動物像を他 の品と一緒に火に くべ て,山 のス ピ リッ トで あ

るワマニHuamaniへ の捧 げ物 とする[AN6NIMo　 1951:401]。 また同 じアヤ クチ

ョの ビク トル ・フ ァハル ドVictor　 Fajardoで は,ト ウモ ロコシでつ くった牛 の像を

ワマニに捧 げるが,花 とコカの対照性が この場合は雌雄で示 されてい る。

　 21ア ポ ンゴApongo村(ア ヤクチ ョ県)で は,2本 の トウモ ロコシの果穂 の1

つ にクラベルの花,他 方 にコカの葉を飾 り,雌 牛 と雄牛を表す(も う1本 の果 穂で子

牛 を表す)。 これを種 々の作物その他 と一緒 にワマニに捧 げて穴 に埋め る[CORNEJO

l959:113-115]。
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　種 々の名称で呼ばれ,形 態上の違いもあるが,呪 物イリャがある種の神秘的な力を

有するという考えは,す べての事例に共通 している。い くつかの例か らは,こ の力は

母性的にも父性的にも解されるような性質を有 し,ま た現実の家畜の繁殖には,そ の

力自体としてはポジティヴにもネガティヴにも働 く(1-6,8,15,18)。 当然ながら儀礼

はこれを人間にとり有効な力とすることを目的とし,そ のための具体的行為はイ リャ

に対する酒食のもてなしである。祭りを怠れば家畜は増えないし,捧 げ物をしないと,

イ リャが所有者の心臓を食 って殺す。ある意味ではイリャは人間によって養われてい

るのであって,神 秘的世界と人間界には均衡がある。この均衡の観念と関連している

ことだが,突 然の異常な豊作や繁殖は人間の側に死や病気をひきおこすという考えが,

アンデス住民の間に広 く認あ られる。

2.伝 説 の イ リ ャ

　 これまでに検討したセニャル儀礼におけるイリャ像は,飼 育する家畜の増殖に作用

する力の具象化であり,埋 められた動物像の事例は,そ れが地下世界に由来する神秘

的な力であることを示 している。しかしながら,儀 礼の観察だけか らでは,そ うした

神秘力を備えた動物の性質は必ず しも顕著にはならない。この点を明らかにするため

には,伝 説として語 られるようなイ リャの一面を検討 しなけれればならない。伝説の

内容はイリャという神秘的力の存在に具体性を帯びさせ,ア ンデス住民の抱 く増殖観

念を知る手がかりを与えている。伝説中の神秘的動物は明らかに儀礼と結びついた一

体の観念である。

　 1　 ワンカヨ地方のプカラではワカの名で一種の種雄のようなものが呼ばれている。

羊や牛のワカがいて,こ の種雄が飼育する羊の雌を妊娠させ,そ の結果として羊の数

が急に増えだす。生れた羊は普通のより形が小さい。サンテ ィァゴの家畜の祭りで,

耳きれや リボンの余 りと一緒に捧げ物を山中に埋めるのは,ワ カに対する支払いある

いは返礼である。 ワカの色は黒と白のまだらである。 農業技師が推薦する種雄を群

に入れると,き まって家畜の数が減るのは,ワ カがこれを受け入れないか らである

[HUAMAN　 　n.d.:49-50]。

　 2　 ワンカ ヨ地方 のパチャニャウインPachafiawin湖 か ら2頭 のたくましい赤牛

が現れたことがある。祭りの闘牛に使おうとして,村 人が多勢で捕えに行ったが,囲

みを破って逃げ,1頭 はもとの湖に,も う1頭 は別の湖に姿を消した。時おり月夜に

パチャニャウインの雄牛は姿をみせ,吠 え声をあげて家畜の囲いに入る。 しばらくし
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て この牛 の子供が何頭 も生れ る。イ リャが現れ るときは,雌 牛 に落 ち着 きがな くな り,

そ んな場合 には人 々は静かに コカを 噛み,酒 を飲んで一夜 をあかす。 ある男 がそれ

を知 らずに雄牛を捕 えようとし,怒 った牛 は囲いを破 り雌牛 を一緒 に連れ去 って しま

い,男 は牛 に踏まれて死んだ。 イ リャの子供 は不具 に生れつ くことが あり,そ の とき

はポ ンチ ョに くるんで湖 に運び,放 してやる。 子牛は2回 まわ って 湖の中に消 える

[VILLANEs　 l978=165-166]。

　 この種 の神秘性 を帯 びた種雄が出現する話 は,中 央ア ンデスの全域で採録されてい

る。つぎの2つ は リマ県 の ものであ る。ヤ ウヨYauyo地 方 では呪物 の 家畜像 がイ ン

ヤ と呼ばれてい るが(1-6),同 じ地方で採録 された話の神秘的家畜が何 と呼ばれてい

るかはわか らない。

　 3　 ヤ ウヨ地方 のアキチ ャAquichaに 伝 わる話だが,ク ルモCurmoの 山 頂か ら

カーニバルの頃 になると茶色 の雄牛が現れ,甘 い魅力的 な鳴 き声で雌牛 を誘い,3日

の間交尾 してまわ り,イ ゴHigoの 湖 に姿を消す。近頃急 に増えている茶色の子牛 の

父だ と人 々は信 じて いる[VARILLAs　 l965:38-39]。

　 4　 カ ンタCanta地 方 の ランピア ンLampian村 の 北に コロンCor6nと い う 山

が ある。そ こに牛 の頭 にみえるひときわ 目立 つ大岩 がある。牛飼いたちの話では,5,

6月 の 夜に ここか ら,放 牧地 の雌牛 を誘 う鳴き声をあげて,雄 牛が1頭 下 って きて,

明 け方に戻 ってい く。 目撃者 によると,白 に黒い斑点 のある太 った牛で,荒 々 しくた

くま しい。巨大で逃 げ足の早い この牛を誰 も捕える ことがで きないが,こ の牛の おか

げで,牧 草 も充分 でない この地一に沢 山の良い牛 が成育す るのだ,と 牛飼いたちは堅 く

信 じている[ARTEAGA　 1976:28]。

　 湖 に出没す る神秘的 な牛,種 雄 のよ うな生殖能 力,周 期性を もった出現,破 壊的 に

も働 く力など,こ れ らの伝説の内容 は儀礼中のイ リャの扱 いと一致 している。 ヤゥ ヨ

の茶色牛 はカーニバルの頃 に姿を現 すが(2-3),こ の 時期 にセニ ャル儀礼を行 う地方

は数多 い。 リマ県のパカラオにおいて,Mendizabalは 儀 礼の観察 と同時に神秘的家

畜 イ ラの話を記録 している。

　 5　 a.あ る家畜番の少女 が泉 の近 くで 見馴れぬ3匹 の羊をみか け,群 に加えて連

れ帰 った。父親はそれがイラだ とわか ったので,ポ ンチ ョを投 げかけて捕えた。 イ ラ

は気性が荒 々 しく人に馴れないが,人 が身につ けてい る物 を投 げか けるとお とな しく

な り,群 か ら立 ち去 った りしない。 この羊のおか げで もとは2QO頭 の群 が1,000頭 に も

増えた。牛 のイ ラもいて,そ の子供は気質 の悪 さと特有の色でわかる。

　 b.あ る女が月夜に屋外 にで ると急に霧 がかか り,そ れが晴れると草地 に家畜がい
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っぱ いい るのがみえた。 イラだ と知 って,も とに戻れない ように,泉 の 口をふ さいだ。

泉 に戻 って きて女を とりか こんだ羊は,次 第 に姿が小 さ くな り,小 さな石 にな って泉

の中に入 った。イ ラは泉 を通 って地下 か ら姿 を現す。 イラは牛とか羊の形を した石 の

姿 でみつか ることもある[MENDIzABAL　 1964:100-102]。

　 中央 ア ンデ スの北部にあるア ンカシュAncash県 の 山岳地帯 に も神秘的 家 畜 の伝

説があ り,カ ハマル カ県 や ペル ー領 北端の ピウラPiura県 に もイ リャ観念 もしくは

呪物 の存在 を確認で きる[RAMiREz.1966:!6;IBERIGo　 1969:68,1971:33]。

つ ま り中央 ア ンデ スの南,中,北 部の全域にわた って イ リャ観念 と呪物 の複合が分布

してい るわけで,こ れはセニ ャル儀礼の分布 よりも広 いといえそ うである。現在まで

の ところ文献 の上で確認 のできるセニャル儀礼は,ペ ル ー領 リマ県 までで,南,中 部

に限 られている。 なお分布のずれ等 については今後の検討を要する。

　 6　 ア ンカシュ県ユルパ ンYurpanの 山 にある湖には牛の主Taytatoroが 住 んで

お り,す べての牛の父 として敬 われ,そ れ とわかる場所 に牧草,コ カ,タ バ コを捧 げ

る[JIMENEz　 1973:43]。

　 7　 同 じア ンカシュ県 キ ャバ ンバQuillabambaに 夜}こな るとイ リャが現れ,生 れ

たばか りの子牛の ように鳴き,雌 牛の同情を誘 う。家畜飼いが探 して もみつか らない。

生 きたイ リャをみ ることは不可能で,姿 を石 に変 えた り,消 えた りす る。 この石は牛

の形を して お り,手 に入れた人 は大事 にす る。雌牛が イ リャ石 をなめるときれいな子

牛を生 む し,荒 牛 もこれ と一緒だ とお とな し くしてい る。昔か ら石 にはロープをかけ

て逃 げないよ うに し,囲 いの中に埋 め,ビ ス コチ ョ,は ちみつ,黒 砂糖 をそえてお く

[JIM重NEz　 　l　958:ll]。

　 8　 ピウラ県の イ ンデ ィオたちの間では,リ ャマ ・リャマllama　 llama,パ チ ャマ

マとともに,家 畜の繁殖にかかわるス ピリッ トであるイ リャの存在 が信 じられている

[RAMiREz　 1966:16]。

　 当然 なが ら南部 にも神秘的家畜 の話は多数あ り,以 下の ものはそれぞれ アヤクチ ョ,

グ スコ,プ ノで記録 されている。

　 9　 アヤ クチ ョ県 パ リナコチ ャスのオ ヨロ に伝 わ る 話 だ と,村 に近 い アナホ ラ

Anaccora山 のふ もとに住んでいた老人が,あ る夜,こ れ までに聞いた ことのない角

笛 と太鼓の 音楽が 聞 こえたので,山 へい った。 見馴れ ぬ男女の一群が 歌い踊 って い

て,牛 の祭 りを していた。老人の出現 に驚いた男女 は水の溜 った岩の くぼみに姿を消

したが,老 人 は コカの袋のひ もを使 って子牛を捕 えた。以来老人の家畜 には尻 尾が な

くて跳んで歩 く牛 が増 えた。住民は体 に欠損のある家畜が生れると,こ の伝説をひい
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て,イ リャだという。生れたときか ら

尾 が短 く曲 っているのが イ リャで ある

[AN6NIMo　 l951:330]0

　 10　 ア ヤクチ ョ県 コラコラの山が,

あ る男に角が6本 ある自分の気 に入 り

の雄羊 イ ンカincaを あ ぐんだ。 この

イ ンカは他の雄羊を こわが らせ,こ れ

と交 った雌は一度に2匹 も3匹 も子供

を生 んだ。 あるときイ ンカが別人 の群

写真5　 生れつき四肢が曲っている子羊

に混 じって戻 ろうと しないので,無 理 や り連れ帰 ったが,夜 の うちに消えた。怒 った

男 は,他 人を富 ませ るのをねたみ,イ ンカを去勢 して しま った。 インカは姿を消 し,

つ ぎつ ぎと生れた子羊が死 に始 めた。 また黒犬が現れて,夜 のうちに羊を全部 山へ追

って しまい,男 はすべてを失 って しま った[LAuRIAuLT　 1958:105-106]。

　 体 に欠損 あるいは異常 のあ る家畜 をイ リャ動物だ とする観念は広 くみ られる。 オ ヨ

ロのイ リャは尾が曲 っている し(2-9)コ ラ コラの羊 は角が6本 あ る異常 で(2-10),

ワ ンカ ヨ地方では不具に生 れついた家畜 は湖 に戻 してや る(2-2)。 ア ヤクチ ョ県 ワマ

ンガ地方 のソコスSocos村 で は不具の家畜が生れ ると,イ リャチ ャillachaと 呼 び,

群 が繁殖す る しるしだ と喜 び,死 ぬ と囲いの中に埋葬す る(写 真5)。 一 方ボ リビア

領のヤ ンパ ラエスYamparaez地 方 では双子 の家畜 が生れ ると,不 吉の しるしとして,

1頭 を処分す るとい う[CosTA　 1950:110-111]。

　 11　 クス コ県 キス ピカ ンチ スQuispicanchis地 方 の ピンチ ムロPinchimuro村 に

近いハセル コチ ャQasercocha湖 は生 きている。ある男が ここにぶど う酒 とアグアル

デ ィエ ンテ酒 を注 ぐと,湖 中か ら黒牛が現れ 山へ登 ってい った。 あとをつ けたが,消

えて しま った。家 に帰 ってみると牛の足跡 があ り,以 来今 日までその人の家畜が増 え

て いる。湖 は牛 の主で生 きている。これ は8月1日 に起 きた ことで,こ の日はすべての

事物が生命 を得 る。男が幸運 を手 に入れたのは,湖 に捧 げ物 を したか らである[Gow

YCoNDoRI　 1976:64]。

　 8月 は家畜儀礼 をす る時期の一つで,カ ラィバ ンバ村 では特に この祭 りをさす とき

は,ア グス トクィAgustukuyと い い,南 部の クス コを中心 とす る地域 では8月 の儀

礼が一般的である。つ ぎの3つ はクスコより南のプ ノ県 の例である。

　 12　 プノ県ハ トゥンホ リャHatunqollaで は,村 の 近 くの泉か ら月夜 に姿を現す

大き くて真 白の羊がいて,イ リャと呼ばれ る。人 々が捕 えよ うとす ると泉 に消えて し
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ま うが,家 畜の繁殖 にあずか るス ピリットと して敬われている。 イ リャパillapaと

い う川 にも黒ぶちの牛がいて,こ れ も牧草地の牛 を増やすとい う[CORDERO　 1971:

98]。

13フ 。ノ県 メルガルMelgar地 方 の家畜飼 いの間では,エ ンハイチ ョの存在が知

られてい る。 このエ ンハイチ ョは牛,馬,羊 の姿 で泉や岩の中に住み,月 夜 に牧草

地 に現れ ることがあ り,そ のあ とで家畜 が異常なまでに繁殖する。エ ンハ イチ ョは家

畜の創生 と保護にかかわ る魂だ とされ,エ ンハ イ リョenqaylloと もいわれ る。 この

動物がいた とい う場所 には,カ ーニバルの時に感謝の儀礼をす る[B肌TRAN　 1941:

138-139]。

　 14　 プ ノ県 ホ リャナQPllanaで は,山 の スピ リッ トと良い関係 にある入は,超 自

然的起源の種雄 にめ ぐまれ,家 畜を増やす。 ときに耳や尻尾の切れた子供 が生れ ると

エ ンハ イチ ュの子enqaychu　 churinと いい,大 切 に扱 う。 仕事 には使わず 種雄 と

し,他 の人 に貸 して金銭を得 ることもできる。 エンハ ィチュには2種 あ り,1つ は サ

ルハ ・エ ンハ イチ ュSalqa　 enqaychuで,山 のス ピ リッ トであ るアブが所有 す る 野

生動物の もので,鼻 に ワイヤイチ ュの草が生えていた り,頭 にサルバ ヒナsalbajina

と い う植物が生 えているのでわかる。 もう1つ は単にエ ンハィチ ュといい,動 物 に似

た形 の岩が夜 に生 き物 とな り,牧 場の雌 を妊娠 させ る。高い山か らエ ンハイチュが水

を飲 みに下 りて きて,そ の鳴き声 が聞 こえる ことがある[NuNEz　 D肌PRADo　 l970:

90-91]。

　 神秘的家畜 出現 の話 にはい くつかの共通点があ り,い ずれ も地底あるいは湖か ら姿

をみせ,現 実の家畜 の群 にまぎれる。すると群が異常 なまでに繁殖 するのだが,そ れ

は この家畜が種雄的 に働 きか けるか らである。 これ らの話は実際 に目撃す ることので

きた個人的経験 として語 られた ものが多い。儀礼 の局面では イ リャは母性的(マ マ)

あ るいは父性的(オ ル ポあるいはハナチ ョ)に 扱われる両義性を有するが,伝 説 の中

では例外 な しに雄の姿で登場す る。

　呪物や伝説 に表 され る神秘的家畜の力 は,先 述 のムナイニ ヨフmUnayniyllOqの 概

念が関係 している。 普通ケチ ュア語 で力 に相当す るのはカユパkallpaで あ るが,こ

れは物理的 な力を意味す る。力持 ちの人はカユパ ヨフkallpayoqで あ り,ト ラクター

や川の流れ もカユパ ヨフであ る。 これに対 して権 力のある大統 領はムナイニ ヨフだ し,

呪 術師 もムナイニ ヨフだ とされ る。ムナイはあ る種 の人格性を有 して,意 図的にある

いは意志を もって働 きか けるような力で ある。神秘的力は,こ の場合,家 畜の姿をと

って人間 に意志的 に働 きか けて くる力をさしている。神秘的な力が,何 か に触発され
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て,意 図的に現実世界に介入 してきたのがイ リャ動物であり,し ばしば体の欠損や異

常という何らかの しるしを有 している。

　 こうした家畜の備えた力を人間にとって有効なものにするには,身 につけているも

のを投げかけるという呪術的手段,捧 げ物をする儀礼的手段,あ るいは神秘的存在に

対する敬慶な態度といったものが要求される。力自体は群の数を増やすポジテ ィヴな

働きもするが,し かるべき儀礼的態度をとらなかったワンカヨの男には破滅をもたら

している(2-2)。 アヤクチョ県コラコラの男の場合は(2-10),貧 欲あるいはねたみ

の態度のゆえに,イ ンカの作用はネガティヴに転 じている。以下の全 く伝説化 したと

いっていい北部アンカシュ県の2つ の話は,神 秘的力の両様の働きをより明瞭に示 し

ている。

　 15　 アンカシュ県のワヤンHuallanに 住む金持ちに仕えている家畜番人が,家 畜

を見失ってしまい,主 人に盗みの疑いをかけられた。山中に見失った家畜を探 しにい

き,ウ パコトUpacotoの 山で太った美 しい牛に出会った。 口がきける雄牛は家畜番

の話に同情し,自 分の口か ら出る泡を集めて袋につめさせ,持 ち帰らせたが,途 中で

袋の中味は金や銀に変 じた。金持ちになったので一層疑いを強めた主人を,番 人は雄

牛の所へ連れていった。雄牛が主人の前に真実を明らかにしてか ら,尾 を振 り前足を

持ちあげて立ち上ると,山 が爆発して男は吹き飛び,あ とに湖ができた。以来湖には

この牛が水を飲みに現れる[YAuRI　 1967:11-12]。

　 16　アンカシュ県ユンガルYungarの 高い山2つ にはさまれた湖の中央に,雄 牛

の形をした岩がある。金持ちに使われている番人が湖岸でコカを噛んでいると,湖 底

か ら美しい牛が現れた。群の雄牛を殺 し,雌 牛 と交尾 して湖に消えた。話を信 じない

主人は番人が雄牛を盗んだと非難 し,彼 の財産をとりあげてしまった。別の番人 も同

じ経験を語り,こ の牛が金塊に変わると聞いた主人が鉄砲で撃ったら,石 になってし

まった。 しばらくして子牛が生れたが,気 性が荒 くて他の牛と争って殺 した。自分の

群が減るのに驚いて,主 人は湖の牛との間に生れた子牛を全部殺さざるを得なかった

[YAuRI　 l967:1　9--2　1]。

　 貧者と富者に対する神秘的な雄牛の作用は対照的で,後 者には破壊的に働いている。

人間のとる《貧 しい態度》は,イ リャの力を有効にひきだす手段ともいえるもので,

この点は後にも指摘されるであろう。つぎの話は神の処罰として雄牛の力が破壊性を

発揮する。

　 17ハ ウハ地方(フ ニン県)の バカPaca村 に伝わる話では,神 がバカ村の住民を

罰するために,気 性の激しい鋭い角の赤牛をつかわした。雄牛を恐れて人 々は家の外
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へ出 ることがで きなか った。雄牛が煙をはきなが ら走 りまわ った 山は枯れ,乾 燥地に

な って しま った。牛 は湖 に姿を消 して2度 と現れないが,牛 の鳴 き声が水 の中か ら聞

こえる ことがある[JIMENEZ　 1940:14]。

　 反対に次 の話は,同 じ地方 の ものであ るが,幸 運 に恵 まれるとい う内容 で,主 人公

夫婦は貧 しい。

　 18両 親 に見捨て られた若夫婦が寒い高地 で貧 しい生活を していた。雨が激 しく降

っているとき,女 は沢 山の牛,羊,ア ルパカが湖か ら姿を現 し,草 を食べ,ま た湖 に

戻 るのを 目撃 した。男は以前 に老人か ら聞いた話 を思 いだ し,ふ たたび雨嵐 の日に群

が現れ ると,湖 岸 にナイ フをつ きさ し,酒,コ カ,花 を まき散 らし,ヤ ウ リの針 を口

に くわえて,ひ ざまついた。湖 に戻れ な くな った群 を自分の ものに した夫婦は裕福 に

なり,幸 せ に暮 した[VARILLAs　 l965:46-47]。

　 伝説的に語 られた神秘 的な動物 は,多 くの場合,地 底 と くに湖底 か ら姿を現す が,

この ことは,儀 礼 においてイ リャ像が地下に埋 め られるのと同様 で(1-13～15),神

秘 的力の地下起源 を明確 にす る。 中央 ア ンデスに広 く流布 している埋蔵宝物の言 い伝

え,い わゆるタパ ー ドtapado伝 説 の内容は,こ の神秘力 と無 関係 ではない。 これま

でにあげたい くつか の話は,出 現 する神秘的な家 畜が山の神格の所有下 にあ るとして

いるように(2-10,14),イ リャの有す る増殖力は究極 には山や大地 の神格存在の属性

の1つ であ る。アブが地下世界に 自分 の家畜を飼 っているとか,山 も家畜儀礼をす る

とい う話はほかにも多数みつか る。

　 イ リャはアブに帰 される増殖力を人間に もた らす一種の媒体であ り,カ ラィバ ンバ

村の例で は　 メサか ら運 ばれた イ リャ像が飼育家畜に増殖力を移 し入れ るための媒介

とな る(1-1,P.1050)。 この点で は前夜祭 の段階でのテ ィンカの順序に も注 目す る必

要がある。前夜のテ ィンカは第1段 階 と第2段 階に休 みのアサ ンタをはさんでは っき

りと区別 されている。前者 においてはテ ィンカは山や大地 のス ピリッ トとい う神格に

対 して行われ,後 者においては翌 日の作業 に用い る道具に対す るテ ィンカを してい る

(1・・1,P.1049)。 イ リャ像のテ ィンカは道具テ ィンカの最初 として行 われている。しか

し他 の道具 の場合 と違 って,山 や大地のス ピリッ トと同様に食物の供応 を受 ける点で

は,神 格存在 と して扱われている。

　 現実の家 畜の増殖にあずかる神秘的 な力を表す 呪物 はイ リャilla(inya,　 ila,　inlla)

(1-1,4～6,8,11～12,15),ワ カwaca(1710,12),エ ンハ イチ ュenqaychu(1-3,7),

その 他(1-2～3,8)の さま ざまな名称で呼ばれ,広 く中央ア ンデ ス全域に分布 してい

る。 その形態は人工 の 動物石像(1-1,2,4,6,8,12,15)や 土 製焼物(1-3,7,9,14)で
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あった り,自 然石であ った り(1-10～12),あ るいは粉や脂肪分を こね て作 る小像(1-

5,20～21)で あ る。 またこれ らの小動物像だ けでな く,屋 外にある特定の石や岩が崇

拝,儀 礼の 対象 となり,そ のい くつか は イ リャilla(inya)と 呼 ばれている(1-16,

18～19)。 伝 説上の神秘的家畜 の 出現の事例 も全 中央 ア ンデ スに分布 し(2-1～18),

そ の うちのあ るものはイ リャilla(ila),ワ カwaca,エ ンハイチ ュenqaychu(inca,

enqayllo)な ど,呪 物 と同 じ名で呼ばれてい る(2-1,2,5,7～10,12～14)。 儀 礼にお

ける呪物 のイ リャと伝説上 のイ リャは内容的 にほぼ一致 し,い わば後者 は呪物を儀 礼

で用 いる人 々の観念 にあるイ リャを,話 と して具体的にイメージ化 してい る。実際い

くつか の伝説は,呪 物 イ リャの起源 を語 る ものであ り(2-5,7),神 秘 的家畜が姿を変

えた小石を手に入れる話 はほかに もある。

　 19　 リマ県ルナ ワナLunahuanaで は プイ ワンPuihuゑnの 山が家畜 の祭 りをす る

とい う。 ときに家畜番入がアルパ カに似 た石 をみつ けるが,こ れは 山の家畜が人 目を

くらますために姿を変えた もので,イ リャである。家畜の王だともいい,繁 殖 を願 っ

て儀礼 の際 には この石 をメサの上に置 く[JIMENEZ　 l973:37]。

　 20a.ク ス コ県 キス ピカ ンチスの ピンチムロ では ア ウサ ンガテAusangateを は

じめとす る山々のス ピリットであるアブが,8月1日 の 日に神聖 な石を運のいい人 々

に恵む。家畜飼 いは この石 を崇 い,こ れを もって いると健康で病気 にかか らない。 こ

の石を手に入れ るために山へ登 って探す と,明 け方 にみつかる。呪術師 と一緒 に探 し

にいった男は,明 け方 に鈴をつけたビクニ ャをみかけ,幸 運の しる しだ と教え られて

あとを追 ったちダ石に姿を変 えたので,そ れを布一につつん で手 に入れた。そのあとで

アルパ カの石 もみつか った。イ ンカイチ ュincaychuと 呼 ばれ.家 畜を手 に入れるた

めの石であ り,呪 術師 になるための石であ る[Gow　 Y　CoNDoRI　 1976:57-58]。

　 b.同 じ ピンチム ロにジャガイモの形を した岩があり,ナ ビダー,カ ーニバル,パ

ス クアの日にまつる。 アブが この石 をここに置いた もので,作 物 や家畜を増やすよ う

捧 げ物 をす る。あ る女が この近 くで リャマの子をみかけ,石 の姿にな った ものを手 に

入 れてか ら,群 が繁殖 してい る[GowYCoNDoRI　 l976:66]。

　 c.同 じ ピンチム ロにパ タクルス ・ル ミPatacruz　 rumiと い う岩が あり,あ ると

き この岩が割れて中か ら丸い石が現 れた。 これは畑 の作物の成育を見守 る石で,ア ブ

が村人 にさず けた ものだか ら,教 会 にまつ り,新 年 に儀礼 をする[GOW　 Y　CONDORI

1976:67]0

　 21　 クスコ県チ ュンビビル カスのアゥキ(ア ブ と同 じ)も 人 々に石 をめ ぐむ。偶然

に屋外 でみつか る し,先 祖代 々伝え持 っている人 もある。 イ リャ,エ ンハ,あ るいは
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ウ トゥhutuと 呼 ばれ る。石をみつ けた ら捧 げ物を し,ま たカーニバルや8月 に祭 り

をす る。そ うしないと人 々に災難がふ りかかる。 また 山には動物 の形を した大 きな岩

のイ リャもあ り,こ の石の動物 は,我 々の家畜同様に山の地下深 くで飼われている。

月夜 に現れて囲いの雄牛 と争い,雌 牛をは らませ る。生れた子牛 はブロンズ色である

[ROEL　 　l　966:26-27]。

　 22　 ク スコ県 カ ンチスCanchis地 方 には,自 然石 のエ ンハ イチ ュがある。 山の高

い所 にあ る泉のそばにあり,特 に家畜を持 ってないような貧 しい人が よ くみつける。

探 しに行 くのは雨期 の1,2,3月 で,ま た8月 も探すの によい月であ る。みすぼ ら

しい身な りで,父 も母 もない ような貧 しい人が,空 腹 と寒 さに耐えて何 日 も人気のな

い所を探 しまわる。動物をみかけた ら,泉 に消える前 に,マ ン トや コカの袋を投げか

ける。動物は消え失せ るが,黒 色や白色の石が残 り,ま だ息づいていて暖い エンハイ

チュが手に入る[FLoREs　 1977:220-221]。

　 上記 い くつかの資料か ら明 らかになることは,イ リャあるいはエ ンハ ィチュと呼ば

れる自然石の呪物 は,す で に検討 した伝説上の神秘的動物 と同 じ存在 が石 に姿を変え

た もので あり,そ れは山のス ピリッ トによって人間に与 え られた ものである,と い う

ことで ある。 したが って 当然 ともいえるが,こ の呪物石 を手 に入れるには,あ る種の

儀礼 をともな うのであ り,単 に入手 した石 をまつ るという儀礼 にとどま らず,入 手そ

の ものが儀礼化される。

　特 にカ ンチ スの話では,貧 しい者が この石 にめ ぐまれるとある。アブの好意 は貧 し

い人に対 して働 くのであ り,「 父 も母 もな くて,み す ぼらしい服装で,家 畜を持たず,

空 腹 と寒 さに悩 まされている」 とい う貧 しさが,呪 物を手 に入れ るための儀礼的態度

とい った ものにな る。ア ンカシュ県 の伝説 の雄牛は富者に破壊的 に働 くが,貧 者 には

恩恵的 に働いてい るし(2-15～16),ハ ウハの両親に見捨て られた貧 しい 若夫婦が イ

リャ動物 の恩恵を手 に入れてい る(2-18)。

　 ヵ ラィバ ンバ村のセニ ャル儀礼で も,貧 しいとい う儀礼 的態度 は,前 夜祭 で山の ス

ピ リッ トに対す るテ ィンカをす る際の歌 の中に表 されている。

　　 Chayallaraqmi　 yuyarichkaikl,

　 　 Pisi　kallpallay　 warmichallayqa,

　 　 Sampa　 sonqollay　 patronallayki・

　 歌の意味 は 「今 にな ってや っとお前を思 いだす,私 とい うこの力な しの女,私 とい

うこの心 の うすい女主人」で,「 お前」は直接には家畜を さ している。 ある一定の時

間をおいて繰 り返 されるセニ ャル儀礼は,家 畜やアブ と人 間との周期的出会いの場で
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あるが,人 間は心身ともに《力のない状態》でそこに居合わせる。セニャル儀礼の周

期性と考えあわせると,こ の人間の側の無力状態 も周期的に生 じているのであり,そ

の機会に人々はイリャを介 して神秘的増殖力を獲得するということになろう。

　 これまでの ところ,呪 物 イ リャにつ いての最 も詳細 な観察記録 とその分析 はフロレ

ス ・オチ ョァFlores　 Ochoaの 研 究[FLoREs　 l977:211-238]で あ る。 ここで検討

してきた資料は、ペル ー領南部高地 リャマ ・アルパカ牧民社会での彼による観察事実

と分析結果 を,基 本 的には支持 している。以下 には中央 ア ンデ ス全域の資料検討 にも

とついて若干の コメン トを加えてお く。

　 フロレス ・オチ ョァの観察事例では,呪 物 にはイ リャ,エ ンハ イチ ュ,ク ヤ ・ル ミ

khuya　 rumiの3種 が 区別 され る。 イ リャは人工 の 動物石 像,エ ンハイチュは先述

(2-21)の よ うに して入手 された 自然石,ク ヤ ・ル ミは儀礼用囲いの中にあ る特別な

石であ る。いずれの呪物 もこれ まで検討 した資料で言及 されている もので あるが,名

称 と形態の間にはそのような一致はみ られない。 自然石が イ リャと呼 ばれ るし,人 工

物 がエ ンハィチ ュと も呼ばれている。 名称の点 だけで いえば エンハイチュはクスコを

中心 とす る中央ア ンデス南部に限定 されてい るよ うで,こ れ に対 してイ リャは きわめ

て広 く全域 に見出される。 クヤ ・ル ミの名称は他には例 がないが,同 じものを イ リャ

の名で呼んでい る所 はある。 フロレス 自身 も,名 称と形態 の違いはあ って も,こ れ ら

が相互 に関連 し合い重複 し合 って用 い られてい ると指摘 して いる し,儀 礼的取扱いの

上でイ リャと土 ンハイチュが特別に違 って お らずヂ同七包 みの中 に一緒に しまわれて

い る。

　 フロレスによれば 「イ リャもエンハイチュ もエ ンハである,あ るいは エンハ を有す

る」 といわれてお り,エ ンハは生殖 と生命 の根源であ る。つま り,家 畜増殖 のみな ら

ず,人 間 に とっての幸 運,豊 か さの恒常的源泉で ある。本稿 の検討過程では,呪 物や

伝説の神秘 的家畜が表す力をその内容にそ くして,神 秘的増殖 力と呼 んでおいた。 エ

ンハはその力をさす抽象的概念で ある。先述 のよ うにエンハ とい うタームの分布 は地

域的 には限定 されて いるが,今 後 こう し牟概念 を一層検討 してい くことは重要 であ る。

またそのためにはエ ンハの抽象概念 に含 まれ る内容 を充分 にぎん味 しておかねばな ら

ない。検討の資料か らすれば,神 秘的増殖 力には,地 下存在 としての力,意 志的働 き

かけを有す る力,集 約的 に表 された力,周 期性を もって現れ る力 とい った内容が含 ま

れる。

　 カ ライバ ンバその他 の例 に示 されたように,呪 物 イ リャの力は集約的に表 され,人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1067



国立民族学博物館研究報告　　5巻4号

写真6　 ロープをかけたチーズが3頭 の牛を表す

々はそれをとりだし利用可能なものとする。コカの葉と花飾 りの対照性 と同様に,イ

リャの集約表現に対する拡散表現が,同 じ儀礼の過程にみられるなら,集 約と拡散の

対照的な儀礼表出の可能性は一層の確実さを増す。断片的な資料では判断できないが,

少なくともカラィバ ンバ村のセニャル儀礼にはその可能性があり,イ リャの表す牛に

対応 してチーズの表す牛が,儀 礼の後半に登場 して くる。ただ しこのチーズ牛の要素

は,こ れまで知り得たところでは,ご く限られた地域にしかない。

　これはチーズの分配儀礼とでもいえるもので,3日 目の遊びの一部として行われる。

写真7　 メサ中央の焼きごて
　　　 の輪に「雄牛の心臓」

　　　 をはめ込んである

遊びで使われ るチーズのかた まりは,イ リャ像 と同

じく3個 あり,そ れぞれ雄牛,雌 牛,子 牛にみたて

られ,牛 の耳飾 りに使 った リボ ンがつけ られている

(写 真6)。 牛 を扱 うときの ロープを3個 のチーズに

か け,ロ ープの両端を二 人の男が握 り,牛 囲いの中

央か ら出発 して雄牛のチーズは右回 りに,雌 者のチ

ーズでは左 回 りに
,円 をかいて一周す る。雄牛チー

ズの組には角笛吹 きの男,雌 牛 チーズの組には小太

鼓テ ィンヤを叩 く女がついてい く。

　 2つ のチーズは並 んで10歩 ほど進んでか ら左右に

別れ,直 径10mほ どの円をかいてまわ り,子 牛チ

ーズが待 っている もとの位置に戻 る。合流す ると3

個 のチーズをたず さえて,真 直 にメサのある小屋へ
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進む・チーズか らロープをはず し,雄 牛チーズの中心をナイ フで七 いねい にくりぬき,

これを心臓 と称 してい る。心臓 のチーズ塊 はメサの中央に立て られそい る焼 きごての

柄 の先端につ いた鉄輪 にはめ こんで お く。また リボ ンのついたチーズの端の部分は耳

で あり,こ の部分 も切 り取 って,焼 きごてのす'ぐ傍 に置 く(写 真7)。

　 これがすむ とチーズを細か く割 り,予 め用意 してあ,った煎 り トウモ ロコシkancha

を そ えて,参 加者全員 に分ける。受 け取 る人は両手 あるいは帽子で受 け,1粒 もこぼ

さないように注意す る。 このチーズの分配をす るのはハ タイの役 目で,彼 は しるしの

日にはイ リャ像 を メサか ら牛の所へ運んでいた。3個 の チーズは牛 であり,し るしの

済 んだ牛であ り,明 らか に人間が利用可能な牛 を意味 してい る。それは儀礼の結果 と

もいえ るもので,チ ーズを分割分配 し,全 員一緒た食べ ることで拡散的 に表現 され,

イ リャ像の集 約表現 と対照化 されている。
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